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1. はじめに

誤字や脱字が文章中に存在する場合，違和感を感じること
があってもほとんどが何事もなく読めるものである．これは人
間の情報処理過程において，文字よりも大きい単位の情報が用
いられている証拠である．
英文を読むに際して，その言語に熟練した人間が文章を読ん

だ場合，滞りなく容易に読むことができるのは，単語の最初と
最後の文字が固定されていること [1]，そしてその他の文字は
並べ替えであってそこにない別の文字との入れ替えではないこ
とが [2]指摘されており，現代の研究者に注目されている [3]．
この現象は日本語の場合にも見られており，二字熟語におけ

る漢字の転置に限定し，概形を三角形，四角形，五角形に分類
できる漢字から成る二字熟語を刺激とした実験を横書き [4]と
縦書き [5]で行っている．熟語か非熟語かをできるだけ早く判
断させる課題を行ったところ，共に二字熟語を構成する漢字の
概形が同じ場合は，概形が異なる場合よりも反応時間が長く，
エラー率が大きくなった．このことは，熟語の認識過程におい
て，漢字を特定できる詳細な図形的特徴のみならず，漢字を大
まかに分類する全体形状も関与していることを示唆している．
しかし，実験過程から熟語と非熟語の判断をどのように行って
いたのかが不確かで，人間が文字を認識するために視覚情報と
して必要な要因を示すことができなかった．そのため，熟語の
文字位置に外発的注意を喚起する必要があると考えた．
人間の情報処理能力には限界があり，その膨大な情報をす

べて処理することは不可能であるため，人間は視覚情報から
特定の対象刺激を探索し情報の取捨選択を行い，選択された
情報を中心に処理していると考えられている．例えば，多人
数の中から知人を見つけたり，ある文章からキーワードとなる
単語を探したりする．この選択機能は注意 (attention)と呼ば
れ，特に視野内の特定の空間位置へ向けられる注意を空間的注
意 (spatial attention)という．

Posner & Cohen[6] は，複数呈示された視覚刺激のうちの
一つに輝度変化による先行手がかりを呈示することで空間的注
意を誘導し，空間的注意が向けられている位置での情報処理能
力と向けられていない位置での情報処理能力を比較し，視野内
に何らかの刺激が突然出現することで，その位置へ自動的に注
意が惹きつけられることを示した．また，一度注意が向けられ
た位置に再度注意を向けることで情報処理能力が抑制される
(復帰の抑制)ことも明らかにした．
本研究では，Posner & Cohenの実験 [6]を参照し，日本語

の二字熟語の第 1字位置と第 2字位置にそれぞれ空間的注意
を外発的に喚起したときに平均反応時間，及びエラー率につい
て比較した．
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2. 実験

実験協力者は日本語を母国語とする大学生 4名 (男性 4名，
平均年齢 22歳)であった．刺激はコンピュータ・ディスプレ
イ上の中央に黒背景に白文字で横書きに表示した．刺激サイ
ズは 1 文字あたりが視角で 1°となるようにした．空間的注
意の喚起 (以下，“先行手がかり”とする)は白のドットを用い
た．先行手がかりは，注視点から左右それぞれ視角で約 0.5°
離れた場所に表示し，先行手がかりの大きさを視角で約 0.25

°となるようにした．実験協力者には，刺激が呈示されたらで
きるだけ速く正確に語彙判断を行い，刺激が熟語であるか非熟
語であるかに応じて反応入力用ボタンボックスの指定されたボ
タンを押すよう指示した．また，先行手がかりの表示に関して
「方向性を示すドットが表示されるが，ドットの位置はその後
の文字列の位置を示すためのもの」とした．刺激は漢字 2 文
字の熟語（80個）およびそれら熟語の文字を転置した非熟語
（80個）を合わせて 160個で構成した．80個の熟語の内訳は，
2文字漢字の概形が同じ熟語と異なる熟語が半々（40個ずつ）
である．刺激呈示順序はランダムで，実験は全 160 試行を実
施した．1試行の流れは復帰の抑制が生じないよう次のとおり
にした．1試行の実験の流れを図 1に示す．実験協力者の好き
なタイミングで始められるようにし，画面中央に注視点 (ドッ
ト)が表示され，1500ms後に注視点が消える．その直後に先
行手がかりとなるドットを第 1字位置もしくは第 2字位置に
ランダムに 100ms表示し，刺激を呈示した．実験者が回答す
るか 5000msが経過すると自動的に刺激が消えるようにした．

3. 結果

呈示された刺激が熟語 (非熟語)で，先行手がかり刺激を第
1字位置 (第 2字位置)に表示ものを一致条件，呈示された刺
激が非熟語 (熟語) で，先行手がかり刺激を第 1 字位置 (第 2

字位置)に表示ものを不一致条件とする．条件ごと (一致・不
一致) と概形ごと (異・同) の平均エラー率について整理した
ものが図 2，条件ごとと概形ごとの平均反応時間について整理
したものが図 3 である．熟語・非熟語共に不一致条件よりも
一致条件の方が反応時間が速くなった．エラー率は，熟語の場
合，一致条件よりも不一致条件の方がエラー率が高くなり，非
熟語の場合，不一致条件よりも一致条件の方がエラー率が高く
なった．概形ごとに分けた平均時間は，熟語の一致条件と不一
致条件の場合，同じ概形よりも異なる概形の方が反応時間が速
くなった．エラー率は，熟語と非熟語の一致条件の場合，同じ
概形よりも異なる概形の方がエラー率が高くなり，また，熟語
と非熟語の不一致条件の場合，異なる概形よりも同じ概形の方
がエラー率が高くなった．
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図 1: 本実験の 1試行の流れ

図 2: 一致条件・不一致条件の平均エラー率, 概形の異・同に
おける平均エラー率．

図 3: 一致条件・不一致条件の平均反応時間, 概形の異・同に
おける平均反応時間．エラーバーは標準誤差

4. まとめと考察

先行手がかりなしの場合，二字熟語を構成する漢字の概形が
同じ場合は，概形が異なる場合よりも反応時間が長く，エラー
率が大きくなった．このことから，漢字 2文字が組み合わされ
た図形の形状を考えたとき，その形状の具体的な形が熟語認識
に影響しているというよりも， 個々の漢字の形状の “組み合
わせ”という，より高い概念での処理が熟語認識にかかわって
いる可能性が示唆された．
本実験で行った先行手がかりありの場合は以下のことが考え

られる．

(1)反応時間について
一致条件よりも不一致条件のほうが長くなり，非熟語の一致

条件以外，異なる概形よりも同じ概形の方が長くなったため，
漢字の概形による文字の認識時間は先行手がかりなしと同様の
処理が行われていると考えられる．

(2)エラー率について
熟語では一致条件よりも不一致条件の方が高くなり，非熟語

では不一致条件よりも一致条件の方が高くなったことから，注
意の向く方向で熟語かどうかを判断していたことが考えられ
る．また，熟語と非熟語共に一致条件のとき，同じ概形よりも
異なる概形の方がエラー率が高くなった．分析前は，先行手が
かりなしの場合と同様，異なる概形よりも同じが概形の方がエ
ラー率が高くなると予想していたが，結果は逆になった．つま
り，漢字を認識する過程で，外発的な注意の喚起が生じると，
同じ概形よりも異なる概形の方が認識しやすいというこれまで
の研究結果と違う結果になることが分かった．これは，注意を
外発的に喚起することによって漢字の概形による認識処理に何
らかの干渉が生じたのではないだろうか，そしてこれがどのよ
うな意味を持っているのか究明することが今後の課題の一つで
ある．
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